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ＪＡ広島北部 半期開示情報 

（平成 28年 4月 1日～平成 28年 9月 30日） 

 

１ あいさつ                                       

 組合員並びに地域の皆様には、平素よりＪＡ広島北部の各事業活動にあたり、格別の

ご理解とご支援を賜り厚くお礼申しあげます。 

 現在、ＪＡグループにおいては、「農協改革」「ＴＰＰ条約」など、様々な課題への対

応を迫られています。平成２８年度に改正された農協法では、これまで以上に組合員お

よび生産者を中心とした経営をもとめられており、自己改革への取り組みが焦点となっ

ております。併せて、昨年開催されたＪＡ広島県大会・全国大会においては、すべての

ＪＡにおいて、「農業者の所得増大・農業生産の拡大」「地域の活性化」を最重点事項と

して取り組むことが決議されました。 

 このような中、ＪＡ広島北部では、本年度は第４次総合３ヵ年計画のスタートとして、

「農業者の所得増大と活力ある地域社会の実現に向けて」をスローガンに掲げ、活動を

すすめています。 

特に、「農業者の所得増大」においては、第３次中長期営農振興計画“元気な農業 協
とも

に豊かに 再チャレンジ「ＧＯ ５５作戦」”を実践し、地域の営農振興を図るとともに、

「人づくり」「地域づくり」「土づくり」により、元気な農業、元気な地域づくりを目指

し、地域農業の再興に取り組んでいます。 

また、「活力ある地域社会の実現」では、中山間地域のＪＡとして、支店の活動強化、

地域貢献の核となる「支店ふれあい委員会」の活動を活性化し、組合員や地域の皆様の

拠り所となる支店を目指し活動を行っています。併せて、ＪＡ経営の健全化を目途とし

た内部統制・コンプライアンス（法令遵守）の強化にも取り組んでいます。 

今後も「ＪＡらしいＪＡ」として、組合員や地域の皆様から信頼されるＪＡを目指し

活動を続けてまいります。皆様の一層のご指導、ご理解を賜りますようお願い申しあげ、

ごあいさつといたします。 
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２ 文化的・社会的貢献に関する事項                                         

ＪＡ広島北部では、営農指導や販売事業をはじめ、購買事業、信用事業、共済事業、

福祉介護事業、共育
きょういく

文化活動など、各事業を通じて組合員の皆様への奉仕はもとより、

地域農業の発展や豊かな地域社会の実現に貢献するため、次のさまざまな活動に取り組

んでいます。 

（１）農業振興等への貢献 

①就農塾・農業塾を開催し、定年退職者や新規就農者などこれから本格的に農業

に取り組まれる方が、農業の基礎知識、栽培技術を習得されています。 

②学校教育を通して農業への理解を得ることは重要で、小学生、中学生、高校生

の職場体験や農作業体験を積極的に受け入れるとともに、地産地消を掲げた給

食センターへの食材の提供と食農教育に取り組んでいます。 

③将来の地域農業を担う人材育成のため「農業後継者育成支援事業」に取り組ん

でいます。 

（２）地域社会への貢献 

①高齢者福祉活動では、居宅介護支援事業所の開設により総合的なサービスの提

供を行い、福祉介護事業での取り組みはもとより、助けあい組織「さくらの会」

の活動や、介護職員の養成研修会を実施し地域福祉への貢献に努めています。 

②組合員、利用者に満足していただける葬祭事業を目指し、地域の風土や慣習を

大切にするとともに、故人を敬いご遺族への思いやりの心をもち、真心のこも

った施行に努めております。 

 （３）地域密着型金融への取組み 

ＪＡ広島北部では、農業と地域社会に貢献するため、地域密着型金融機関として

次の取り組みを進めています。 

①農業者等の経営支援に関する態勢整備 

     ・「担い手金融リーダー」を設置し、コンサルタント能力を活用した経営支援に

取り組んでいます。 

     ・人材育成研修を通じて「ＪＡバンク農業金融プランナー」資格取得に取り組

んでいます。 

②農業者等の経営支援に関する取組み 

・ 金融円滑化にかかる基本的な方針に沿い、農業者等の経営特性や事業状況を

勘案しつつ、経営支援となるよう出来る限り柔軟な対応を他の金融機関と連

携して取り組んでいます。 
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（４）組合員・利用者との交流 

①ＪＡまつりを開催し多くの組合員との交流を図るとともに、スポーツイベント

としてゴルフ大会・グラウンドゴルフ大会・バレーボール大会・少年野球大会・

少年サッカーボール大会・ゲートボール大会・囲碁将棋大会等を開催し多数の

参加をいただいております。 

②消費者との交流は、農業への理解を深めていただく重要な取り組みとしており、

毎年、田植え交流会を生協ひろしまと地元生産者一体となり実施しています。

田植え後、秋には稲刈り交流を行います。 

③次世代の女性部リーダー育成をめざす女性大学や、各支店においては支店ふれ

あい委員会を中心に地域性を活かした独自イベントを企画し、教養講座の開催、

地域の行事・イベントなどへの積極的な参加等により、組合員・地域との結び

つきを深める活動を行っております。 

（５）情報の発信 

①全地域へ広報誌「ほくほく通信」・各支店において｢支店だより｣を毎月発行し、

地域に密着した情報を提供するとともに、ホームページやテレビ・ラジオを通

じて、ＪＡに関する情報、また「食」や「農」に関する情報などを発信し、農

家組織、女性組織の活動等を紹介しています。また、日本農業新聞に積極的に

送稿し、農業や暮らしに関する管内の情報を広く地域や管外への発信に努めて

います。 



3.「要管理債権」とは、３ヵ月以上延滞貸出債権および条件緩和貸出債権であり、貸出金のみを対象としています。　

2,229 2,230 2,197有 価 証 券

平成28年9月末 平成28年3月末 平成27年9月末

117,165 116,883 116,712

23,405 23,916 24,305

預 け 金 91,833 91,569 90,313

貸 出 金

4.「正常債権」とは、破産更生債権およびこれらに準ずる債権、危険債権、要管理債権以外の債権であり、信用事
　業に係る総与信を対象としています。

5.「信用事業に係る総与信」とは、貸出金、貸付有価証券、外国為替、債務保証見返、信用未収利息、信用仮払金
　をいいます。

平成28年9月末（見込）

26.81%

平成28年3月末

24.94%

注）「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」（平成18年3月28日金融庁・農林水産省告示第
　　2号）の規定に基づいて自己資本比率を算定しています。

貯 金

1.「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、法的破綻等による経営破綻に陥っている債務者に対する債権で
　あり、信用事業に係る総与信を対象としています。

2.「危険債権」とは、経営破綻の状況にはないが、財政状況の悪化等により元本利息の回収ができない可能性の高
　い債権であり、信用事業に係る総与信を対象としています。

‐ 2

23,100 23,579 ▲ 478

23,422 23,930 ▲ 508

要 管 理 債 権

正 常 債 権

合 計

2

注１） 債権区分

危 険 債 権

平成28年3月末 増　　減平成28年9月末債券区分　注１）　

破産更生債権および
これらに準ずる債権

99 101 ▲ 2

219 249 ▲ 30

取得価額 時価 評価損益

平成28年9月末 平成28年3月末

取得価額 時価 評価損益

220

1,228 128 1,099 1,229 129

合 計

- 

2,318 217 2,101

1,001

1,099

2,101 2,322

(単位：百万円)

注１）９月末の有価証券の時価は９月末日における市場価格等に基づく時価としています。

注２）「取得価額」は、売買目的有価証券については取得価額を、満期保有目的有価証券およびその他目的有価証
　　　券については償却原価法適用後、減損処理適用後の帳簿価額を記載しております。

1,090 89 1,001 1,093 91

- - - - - 売 買 目 的

満期保有目的

そ の 他

注）有価証券については、金融商品会計基準適用後の帳簿価額を記載しております。

３　金融再生法開示債権(単体)　　　　　　　　　　　　　　　　　

４　単体自己資本比率(国内基準適用)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５　主要勘定の状況　　　　　　　　　　　　　　　　

６　有価証券時価情報　　　　　　　　　　　　　　　　

(単位：百万円)

(単位：百万円)
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117,165,555

117,592,626

（ 負 債 の 部 ）

(単位：千円)
科 目

401,226

科 目

（ 資 産 の 部 ）

1　信用事業負債

　（1）貯金

1　信用事業資産

　（1）現金

2,229,738

金 額 金 額

118,044,313

318,408　（3）経済受託債権

1,048,742

672

137

▲ 60

　（3）その他共済事業資産

　（4）貸倒引当金

3　経済事業資産

　（1）受取手形

　（2）経済事業未収金

4,272 　

5,715,069

140,059

13,036

　（2）無形固定資産

6　外部出資

5,763,575

5,759,302 　

5　固定資産

　（1）有形固定資産

▲ 60,159

604,944

　（6）貸倒引当金

4　雑資産

　（4）棚卸資産

　（5）その他経済事業資産

670,620

18,187

2　共済事業負債

　（1）共済借入金

‐

70,314

356,756

　（2）譲渡性貯金

　（3）借入金

　（4）その他信用事業負債

617,436

354,410

3　経済事業負債

　（1）経済事業未払金

385,309

267,123

　（2）共済資金

　（3）その他共済事業負債

612,579

190,154

4　雑負債

5　諸引当金

254,784

8,240

　（2）経済受託債務

　（3）その他経済事業負債

120,219,811

　

負 債 の 部 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

‐

536,393

6　繰延税金負債

7　再評価に係る繰延税金負債

7,256,529

‐

　（2）利益剰余金

　（3）処分未処分持分

9,731,213

2,474,684

1　組合員資本

　（1）出資金

▲ 22,504

131,211,851資 産 の 部 合 計 負債及び純資産の部合計

1,260,826

10,992,040

2　評価・換算差額等

純 資 産 の 部 合 計

131,211,851

7　繰延税金資産 16,757

（平成28年4月1日～平成28年9月30日）
金 額 金 額

1,510,203

科 目

1　事業総利益

(単位：千円)

　共済事業総利益

524,432

469,366

　信用事業総利益

　（3） 共済事業収益

592,038

67,606

　（1） 信用事業収益

　（2） 信用事業費用

4,061

26,565

935,952

33,512

435,853

　（10）保管事業費用

233,545

57,205

　（8） 販売事業費用

　販売事業総利益

233,875

290,750

　購買事業総利益

　（7） 販売事業収益

　（9） 保管事業収益

　（13）利用事業収益

　（14）利用事業費用

21,186

3,142

　（12）加工事業費用

　加工事業総利益

7,147

24,328

　保管事業総利益

　（11）加工事業収益

76,878

130,977

1,872

493,329

222,278

14,683

7,536

1,787,236

1,553,360

事 業 利 益

3　事業外収益

4　事業外費用

経 常 利 益

　（4）  施設費

　（5）  減価償却費

　（6）  その他管理費用

119,071

62,887

241,830

1,327,641

271,051

61,543

2,275

66,191

182,561

7　法人税、住民税及び事業税

21,300

221,421

6　特別損失

税引前当期純利益

8915　特別利益

415,165

▲ 308　法人税等調整額

当 期 剰 余 金

当期首繰越剰余金

土地再評価差額金取崩

当期未処分剰余金

259,904

‐

155,260

　（2）預金

　（3）有価証券

　（4）貸出金

636,724

2　共済事業資産

　（1）共済貸付金

　（2）共済未収利息

▲ 196,523　（6）貸倒引当金

18,448

18,187

184

23,405,814

370,873　（5）その他信用事業資産

91,833,184

　（5） 購買事業収益

　（6） 購買事業費用

　（4） 共済事業費用

７　財務諸表　　　　　　　　　　　　　　　　

■貸借対照表

■損益計算書

（平成28年9月30日現在）

　利用事業総利益

科 目

　（15） 指導事業収益

　（16） 指導事業費用

　指導事業収支差額

2　事業管理費

　（1）  人件費

　（2）  業務費

　（3）  諸税負担金
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ホームページ http://www.ja-hh.or.jp 
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